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次世代を　担う　　　
ほくさいの　若手農業者
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 さん（35）

①食品加工業者として彩のかがやきを使ったポ
ン菓子やポン煎餅（今もＪＡ行田農産物直売
所で販売中）の製造・販売を行っていました。
そんな中「行田在来青大豆・枝豆」と出会い
ました。試行錯誤を繰り返しながら豆菓子や
豆ポン煎餅などの商品化を行いましたが、も
ともと栽培面積が少なく、原材料として切ら
してしまうことも。「自分で生産することで
もっと多くの方に広めたい」と就農を決意し、
県農業大学校に通い始めました。

②真夏の除草作業。皆さんそうだと思いますが。

③お客さまから「美味しかった」の声をいただ
けると辛く大変だったことも忘れることがで
きます。また、行田在来青大豆を多くの方に
知っていただけるきっかけを作っていると思
うとうれしいです。

④国内外の旅行（近年は台湾、インドネシア、
沖縄に行きました）。釣り（ブラックバス、
ヘラブナ）。外国語（英語、北京語）。

⑤栽培技術を磨き、たくさんの方を笑顔にする
美味しい農産物を作りたい。

⑥もっと農家に寄り添ってほしい。栽培技術や
スマート農業に関する情報を積極的に提供し
てほしい。

平成29年就
農。水稲８㌶・大
豆２㌶・サツマイモ
30㌃・枝豆10㌃を

栽培

平成26年就農。

水稲6.2㌶を栽培

枝豆の防除作業を行う
田口さん

生育具合を確認する
角田さん

就
農
の
き
っ
か
け
は

行
田
在
来
青
大
豆
と
枝
豆

農
業
を
志
す
若
者
の

道
し
る
べ
に
な
り
た
い

①就農のきっかけ　②この仕事で大変なこと・

これまでに一番大変だったこと　③この仕事を

していて良かったと思うこと　④趣味　⑤今後

の目標・夢　⑥ＪＡに期待すること

前編

行　

田

加　

須
①	７年前椎間板ヘルニアを患い入院。退院を機
に家業である農業を始めることを決めまし
た。同級生の農家に相談すると、「本気でや
るなら専業農家になれ」とのアドバイス。市
内の農業法人(有)早川農場で６年間修業しま
した。

②	同社での研修時に迎えた初めての夏。水稲の
追肥作業をするために、真夏の炎天下に重い
動噴を背負って作業したときは、死ぬかと思
うほど辛かったです。この時「１年目の夏さ
え越えることができれば、専業で農業ができ
る！」と思いました。

③	私が作った米を食べた友人の子供が「おいし
い」と喜ぶ動画を見せてもらったとき。

④	釣り。まとまった時間がとれると、群馬県沼
田市にある渓流の釣り堀施設に行きます。ま
た、音楽フェスに行くことも楽しみのひとつ
で、コロナ禍以前は１年に４回は行っていま
した。４人組ロックバンドＳＵＰＥＲ	ＢＥ
ＡＶＥＲのファンです。

⑤10年後は作付面積を50㌶くらいまで広げ、
法人化も目指したい。また、農家を志す若者
を受け入れ、指導することで若い農業者を増
やしていきたい。

⑥	いろいろな情報を対面で提供してほしい。

❷



ほくさい地域の農業
男子・女子を２号連
続でご紹介します！

次世代を　担う　　　
ほくさいの　若手農業者

松
ま つ

橋
は し
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 さん（33）
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 さん（46）

①	トマト農園を営む両親の元で育ちまし
た。20代までは好き放題（笑）させて
もらいましたが、30歳を目前にした頃、
父が築き上げてきた農園が父の代で終
わってしまうのはもったいないと思うよ
うになりました。また、前の職場を辞め
ることを考えていた時期と重なったこと
もあり就農を決めました。

②	稲刈りシーズンの真っ最中に、米の乾燥
機が停止。点検をするため夜通しで機械
の中の米をすべて取り除いたこと。

③	栽培したトマトや米を「美味しい」と言っ
てもらえた時。

④	ドラム。以前は講師を務めていたことも
ありました。現在はコロナ禍で難しいで
すが、暇を見つけては音楽仲間とライブ
ハウスやバーで演奏しています。

⑤	まだまだ半人前で覚えることばかり。ま
ずは一人前を目指し、日々精進したい。
高品質なものを高収量に収穫できるよう
になりたい。

⑥	農業のリアルな現場との密な関係を保っ
て欲しいです。

①生涯続けられる仕事に就きたいと

思ったから。

②毎年同じ病気に悩まされること。

③新しい知識を身に着けることで、

前回の失敗を克服できたとき。

④スポーツジムに行くこと。食べ歩

き。

⑤品質の向上と収量の増加を目指し

たい。

⑥最新の栽培技術や市場情勢などの

情報提供をして欲しい。

平成25年就
農。キュウリ10㌃
（晩抑制・半促成の
２作型）・ネギ10
㌃を栽培

平成29年就農。ト
マト40㌃・水稲3.5

㌶を栽培

長男・永
えい

音
と

くん
　　　（５ヶ月）と

朝採ったキュウリは
羽生市野菜組合の選
果場に搬入します

父
の
ト
マ
ト
の

味
を
継
ぎ
た
い

生
涯
を
賭
け
る

仕
事
が
し
た
い
！

北
川
辺

羽　

生
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理
事
会
か
ら

８
月
30
日
の
主
な
議
案

①
大
口
信
用
供
与
先
の
条
件
変
更

の
承
認
に
つ
い
て

②
理
事
と
組
合
と
の
取
引
の
承
認

（
追
認
）
に
つ
い
て

③
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
生
産
工
程
管

理
・
記
帳
運
動
の
実
施
方
針
等

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

④
令
和
３
年
産
出
荷
契
約
米
概
算

金
単
価
に
つ
い
て

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

税
務
法
律
相
談

11
月
１
日
に
行
田
中
央
支
店
で
開
催

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

11
月
１
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

　

※
相
談
時
間
は
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
行
田
中
央
支
店

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

樹木の伐採・枝の剪定など
お任せ下さい！！

お申込・お問合せはＪＡほくさい支店窓口へ

秋のイベント
中止のお知らせ

　作業は埼玉県内の森林を伐採している熟練作業
員で構成する「NPO法人 森

も

林
り

の営み」が行
いますので安心・格安です！
　難しい伐採作業や抜根・整地作業なども特殊技
能を持つ作業員が全て対応できます。
　現地を拝見して、見積後にご納得いただいた上
で作業に取り掛かりますので安心してお任せ下さ
い。お見積りは、もちろん無料です！

　新型コロナウイルスの影響により、令和
３年秋（例年10月下旬～12月上旬に開催）
に予定されていた下記イベントの中止が決
定しています。詳細については各基幹支店
にお問い合わせください。

　新型コロナウイルス感染拡大を受けて、

毎年１月に実施しております日帰りバスツ

アー「成田山新春初詣2022」の販
売を中止することといたしました。

　代替といたしまして、「成田山新勝寺
御護摩札」を申し受けいたします。ご

希望の方は各支店窓口にお申し出ください。

　また、埼玉県やＪＡグループさいたまな
どが主催する「彩の国食と農林業ドリーム
フェスタ」の中止も決定しています。

作業前 作業後

事例　施工場所：行田市内

基幹支店 イベント名

行 田 中 央 行田農業まつり

川 里 中 央 かわさとフェスティバル

羽 生 中 央 羽生市農業まつり

加 須 中 央 加須地域農業まつり

騎 西 中 央
銀杏祭

ＪＡ秋の収穫祭

北 川 辺 北川辺ふるさと秋まつり
産業祭

大利根中央 加須市童謡のふる里おおとね
市民まつり

成田山新勝寺
御護摩札受付のご案内

ⓒよい食P

手を洗おう！
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年金友の会
会員の皆さまへ

　新型コロナウイルス感染
拡大防止及び、会員皆さま
の健康や安全面を第一に考
えました結果、今冬予定し
ておりました下記イベント
を中止させていただくこと
といたしました。
　楽しみにお待ちいただい
ていた会員の皆さまには大
変申し訳ございませんが、
何卒ご理解いただけますよ
うお願い申し上げます。

あなたの疑問に社会保険労務士が個別でお応えします。これま
で当ＪＡとのお取引がない方もお気軽にご連絡ください。

【中止するイベント】

①会員の集い
（歌謡ショー）

②親睦旅行

〈イベント中止のお知らせ〉

相談会は予約制です。
ご希望の方は事前に最寄りの支店にお申し込みください。

マイカーローン・教育ローン・リフォームローン・フリーローン

お申込みはJAほくさいホームページ（https://jahokusai.jp/）から
スマートフォンからもＯＫ！

ＪＡほくさい本店ローンセ
ンターは毎週土曜日も営業
しています（ＡＭ9：00～
ＰＭ4：00）。お気軽にお
越しください。

住所：羽生市東7-15-3
☎048-560-5200

年金
相談会

インターネットローン
事前審査受付サービス
をご利用ください

JAの
無料

ⓒよりぞう

日　　時 開催店舗

12月18日	㈯ ９
時
～
15
時

加須中央支店・騎西中央支店・
北川辺支店・大利根中央支店

2月19日	㈯
行田中央支店・川里中央支店・
羽生中央支店

※新型コロナウイルスの感染拡大の状況によっては相談会を中止させ
ていただく場合もございます。お申し込みの際は、事前に当組合ホー
ムページ等で最新の日程をご確認ください。

ローンを
ご検討中の
お客様へ

❺



─ 遊休資産（土地）の売却について ─
JAほくさいの所有財産で、現在使用していない下記の物件を売却いたします。

１．物件情報

２．申込方法　物件の詳細や入札の方法につきましては、令和３年10月下旬に当組合ホームペー

ジ（https://jahokusai.jp/）へ「不動産売却案内書」を掲載いたします。

３．問合せ先　企画管理部企画管理課　今村・永沼　☎048-561-6911

物 件 名 旧谷郷支店 旧駅前倉庫

所 在 地 埼玉県行田市栄町514番１ 埼玉県行田市城西四丁目6094番２

地 目 宅地 宅地

地 積 787.06㎡ 399.07㎡

そ の 他 携帯アンテナ基地局賃貸借契約有 無

最低売却価格 22,000,000円 12,000,000円

売 却 条 件

◎土地については公簿面積および現状有姿での売却といたします。
◎所有権移転費用等一部の費用については買受け者負担といたします。
◎物件に対して買受け希望者が1名の場合は価格交渉とし、複数の場合は入札といた
します。

略 図
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（７頁〜９頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

米の農産物検査スタート
　８月30日からＪＡ北川辺支店の集荷場で令和３年産コ

シヒカリの農産物検査が始まりました。

　初検査には、生産者15名のほか地元選出の議員や行政、

ＪＡ役職員らが立ち会いました。

　検査に先立ち、野中厚衆議院議員は「コロナ禍により米

の需要が減っています。米は農業政策の基本中の基本。農

家が豊作を喜べる政策を行っていきたい。」と述べました。

また、ＪＡの大塚宏組合長は「無事に初検査を迎えられて

何より。地域の方に地元の米をもっと食べていただけるよ

うな取り組みを行っていきたい。」と挨拶しました。

　初日に検査した同品種は1,526袋（１袋30㌔）とフレ

コン23本（1,020㌔）の約70㌧。出荷された全量が１等

に格付けされました。

青年部員と常勤役員が意見交換
　ＪＡ青年部は８月２日にＪＡの常勤役員との意見交換会を本

店で開きました。

　この交換会は「部員の意見をＪＡ運営に生かしてほしい」と

岡博和部長らが提案したもので、同部から参加したのは岡部長

や栗原淳也副部長ら役員６名。ＪＡからは大塚宏組合長のほか

平井清敏副組合長、吉田岳雄常務が出席しました。

　肥料の価格や大豆の概算金単価、水田活用米穀への対応など

が議題に上がる中、栗原副部長は「部を発足させた目的は」と

質問しました。大塚組合長は「農業者を一人にしないため。何

かに悩んだ時、部員同士の情報交換はもちろん、ＪＡも総合事業の強みを生かしてサポートさせていただくこと

で、解決の糸口をみつけていっていただきたい。」と回答しました。

女性部で料理教室
　ＪＡ女性部南河原支部（齋藤智子部長）は、

７月14日に南河原公民館で米粉料理教室を開き

ました。

　参加したのは部員16名。長引くコロナ禍で米

の需要が落ち込む中、消費拡大に繋がればと開

催しました。彩のかがやき米粉パウダーを使っ

て作ったのは、シフォンケーキと鳥の唐揚げ。

唐揚げは衣に水分を吸収しにくい米粉を使うこ

とで、パリッと揚がるといわれています。

　また、鴻茎支部（江川君代部長）は７月20日に鴻茎コミュニティセンターでポリ袋料理教室を開きました。

　これは、災害など万一の時にポリ袋を活用して調理することで短時間の加熱と少量の水で温かい食事を用意す

ることができるというもの。雑誌「家の光」令和２年９月号の別冊付録を参考に部員12名で「さっぱり焼き鳥

ごはん」など３品を仕上げました。

　いずれの支部も、時節をかんがみて作った料理はその場では食べずそれぞれの家に持ち帰ることにしましたが、

久しぶりに皆で集まったことで、心も満腹になった部員でした。

品質を確認する農産物検査員

南河原支部 鴻茎支部

意見を述べる部員ら

野中議員

大塚組合長

❼



加須・田島農園のキュウリが農林水産大臣賞に輝く
　県野菜園芸技術研究会が主催する第45回施設野菜立毛共進会で、

加須市園芸組合の㈱田島農園が栽培した半促成キュウリが農林水産大

臣賞に輝きました。８月５日に県種苗センターで表彰式が行われ、同

社の田島充さんが表彰状を受け取りました。

　田島さんは「２年ほど前から更新型つる下し栽培を導入しています。

あわせてそれに適した品種に変更したことが功を奏したのかもしれま

せん。今後も収量アップを目指して頑張っていきたいです。」と話し

ていました。

ＪＡ職員らが献血に協力～行田中央支店～
　ＪＡは８月５日に行田中央支店で集団献血を行いました。社会貢献活動

の一環として行田市農協時代から続く取り組みで、同支店には毎年２回県

赤十字血液センターの移動献血車が来店します。

　この日血液を提供したのは、ＪＡ職員ら20名。400ミリリットル献血

を行った同支店の高瀬貴行職員は「自分にできることをと、日ごろからな

るべく協力しようと心掛けています。健康を保つことでいつまでも供血で

きるようにしたい。」と話していました。

女性部から職員にシトラスリボンをいただきました
　ＪＡは女性部からシトラスリボン1,000個をいただきました。８月

10日にＪＡ本店で贈呈式が行われ、大塚宏組合長が長谷川タマ子部

長から受け取りました。

　シトラスリボンはシトラス（かんきつ類）カラーのリボンで三つの

輪をかたどって作られたもの。これを身につけることで新型コロナウ

イルス感染者や医療従事者、またその家族への偏見をなくそうと呼び

かける運動が全国的に広がっており、同部でも今年３月から各支部で

講習会を実施するなど活動を展開しています。

　贈呈式では、長谷川部長が「人の目に触れることの多い職員の皆さ

んにリボンを身につけてもらうことでこの運動を広め、地域に笑顔を増やす手助けをしていただきたい。」と手

渡しました。

　大塚組合長は「三つの輪は地域、家庭、職場（学校）を表していると聞きました。それぞれが絆という輪で繋

がることのできるようしっかりＰＲしていきたい。」とお礼を述べました。

行田・小澤さんのハシラサボテンが開花
　７月上旬、行田市長野の小澤輝光さんの庭のハシラサボテンが花をつけました。

　このサボテンは平成15年に２鉢購入したもの。毎年夏になると２,３輪開花してい

たものの、今年は７月末までに20～30輪開花したそうで、これは平成21年以来のこ

とだそうです。

　小澤さんは「妻と二人で驚いています。今年の７月は例年になく暑かったからでし

ょうか。」と話していました。

田島充さん

献血する高瀬職員

大塚組合長㊨にリボンを手渡す長谷川部長

ハシラサボテンと小澤さん夫妻

❽



少年野球大会に協賛
　ＪＡは毎年夏に行われる北埼玉地区少年野球大会に協賛しています。

　これは、ＪＡ自己改革の基本目標のひとつである「地域の活性化」を目指して行うもの。参加賞として全チー

ムにパックごはんを贈るほか、平成30年からは優勝と準優勝チームの選手にメダル計40個、最優秀選手賞など

に盾５枚も寄贈しています。

　今年は７月24日に川里中央公園で開幕しました。コロナ禍のため開会式は行われませんでしたが、開幕戦に

出場した川里レッドソックスの選手らが見守る中、ＪＡの新井公平地域担当理事と吉田岳雄常務が始球式を務め

ました。

農産物直売所で新米セール
　ＪＡは９月４日から10日まで、

５店舗の農産物直売所で「新米収穫

祭」を開きました。

　このイベントは新米コシヒカリを

いち早く消費者の皆さまにお届けし

ようと特別価格で販売するもの。例

年は９月上旬の週末の２日間限定で

行っていましたが、昨年からはお客

さまの密を避けるため日程を伸ばして開催しています。

　この７日間に売り上げた新米は５店舗合わせて20㌧。「この日をまって

いた」とばかりに、大勢のお客さまにご来店いただきました。

規格外タマネギを子ども食堂に
　行田市で加工用タマネギなどを生産する農業法人・アグリシステム瀬山株式

会社が、県子ども食堂ネットワークに規格外タマネギを寄贈しました。　　

　７月16日に羽生市内で贈呈式を行い、同社から依頼を受けたＪＡの野本勝

之行田中央支店長が手渡しました。

　贈呈は昨年６月に引き続き２回目。通常市場には出回らない直径７㌢以下の

規格外品を「何か役立てられるところはないでしょうか。」と瀬山文孝代表取

締役がＪＡに相談し、同ネットワークを紹介されたことがきっかけです。代表

して受け取った特定非営利活動法人羽生子育てサポートキャロットの福沢享子

理事は「子供たちの笑顔が目に浮かぶようです。」と喜んでいました。

　この日寄贈したのは約300㌔。県北５市（行田・羽生・加須・久喜・幸手）

の子ども食堂を運営する団体に配布され、提供される弁当の具材として使用さ

れるほか、そのままひとり親家庭に配られます。

贈呈した盾とメダル

加須農産物直売所

行田農産物直売所

北川辺農産物直売所

始球式を務める新井理事㊧と吉田常務 パックご飯を手にする川里レッドソックスの選手たち

福沢理事㊧にタマネギを手渡す野本支店長

❾



JAほくさい顧問弁護士
  長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

放
置
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

当
該
自
動
車
は
他
人
の
所
有
物
で

②「
娘
の
遺
骨 
娘
の
夫
に
代
わ
り
弔
い
た
い

―
生
前
の
指
定
が
な
け
れ
ば
難
し
い
」

①「
所
有
者
不
明
の
車
を
処
分
で
き
る
？

―
陸
運
局
で
調
べ
撤
去
求
め
る
」

私
は
自
分
の
土
地
で
月
極
駐

車
場
を
営
ん
で
い
る
の
で
す

が
、
半
年
前
か
ら
、
空
き
区
画

に
古
い
ミ
ニ
バ
ン
が
放
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
こ

の
区
画
を
貸
せ
な
い
の
で
ど
か

し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
、

所
有
者
が
分
か
ら
ず
困
っ
て
い

ま
す
。
勝
手
に
捨
て
て
も
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

私
の
娘
A
は
7
年
前
に
結
婚

し
、
A
の
夫
B
と
B
の
両
親
と

同
居
し
て
い
ま
し
た
が
、
先
日

死
亡
し
ま
し
た
。
生
前
の
A

は
、
毎
月
1
回
実
家
へ
帰
っ
て

き
て
は
、
泣
き
な
が
ら
B
の
両

親
の
愚
痴
を
述
べ
、「
B
の
家
の

先
祖
代
々
の
墓
に
は
入
り
た
く

な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

A
の
四
十
九
日
後
に
、
私
は
、

私
の
買
っ
た
墓
に
A
を
入
れ
た

か
っ
た
の
で
、
B
に
A
の
遺
骨

の
里
帰
り
を
頼
み
、
B
か
ら
遺

骨
を
預
か
っ
て
き
ま
し
た
。
私

の
墓
に
A
の
遺
骨
を
入
れ
て

弔
っ
て
も
問
題
な
い
で
す
か
。

遺
骨
は
祭
祀
（
さ
い
し
）
承
継

者
（
系
譜
、
祭
具
、
墳
墓
等
の
祭

祀
財
産
の
承
継
者
）
に
帰
属
す
る

と
解
さ
れ
て
い
ま
す
（
最
高
裁
平

成
1
年
7
月
18
日
判
決
）。
誰
が

祭
祀
承
継
者
と
な
る
か
を
決
め
る

基
準
は
、
順
に
、
①
被
相
続
人
の

指
定
、
②
慣
習
、
③
家
庭
裁
判
所

の
指
定
と
な
り
ま
す
（
民
法

8
9
7
条
）。
こ
の
慣
習
に
つ
い

て
、
判
例
は
、
配
偶
者
が
死
亡
し

た
場
合
、「
配
偶
者
の
遺
体
な
い
し

遺
骨
の
所
有
権
は
、
通
常
の
遺
産

相
続
に
よ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
祭

祀
を
主
宰
す
る
生
存
配
偶
者
に
原

始
的
に
帰
属
し
、
次
い
で
そ
の
子

に
よ
っ
て
承
継
さ
れ
て
い
く
べ
き

も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
」
と
判

断
し
ま
し
た
（
東
京
高
裁
昭
和
62

年
10
月
8
日
判
決
）。

本
件
で
は
、
A
は
あ
な
た
を
A

の
祭
祀
承
継
者
と
指
定
し
て
い
ま

せ
ん
。
慣
習
に
よ
れ
ば
B
が
祭
祀

承
継
者
と
な
り
、
A
の
遺
骨
は
B

の
も
の
と
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

あ
な
た
が
A
の
祭
祀
を
承
継
し
た

い
の
に
B
と
の
協
議
が
整
わ
な
い

場
合
は
、
家
庭
裁
判
所
に
、
A
の

祭
祀
承
継
者
を
定
め
る
審
判
を
申

立
て
、
あ
な
た
の
方
が
A
を
弔
う

に
相
応
し
い
理
由
を
主
張
し
て
裁

判
所
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。

本
件
の
よ
う
に
自
分
の
入
る
お

墓
を
夫
に
決
め
ら
れ
た
く
な
い
場

合
は
、
生
前
に
自
分
の
祭
祀
承
継

者
を
指
定
す
る
文
書
を
作
り
、
そ

の
人
に
預
け
て
お
く
と
良
い
で
し

ょ
う
。

①

②

①

②

す
か
ら
、
勝
手
に
捨
て
て
し
ま
う

と
あ
な
た
が
民
事
上
の
損
害
賠
償

責
任
を
負
っ
た
り
、
刑
事
上
の
器

物
損
壊
罪
に
問
わ
れ
た
り
し
か
ね

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
自
動
車
の
所

有
者
を
調
べ
て
撤
去
を
求
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
通
常
、
外
観

か
ら
は
所
有
者
は
分
か
り
ま
せ

ん
。ま

ず
、
自
動
車
に
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
が
つ
い
て
い
れ
ば
、
陸
運

局
で
所
有
者
を
調
査
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
自
動

車
や
放
置
さ
れ
て
い
る
場
所
の
写

真
、
あ
な
た
が
そ
の
駐
車
場
の
所

有
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
資
料

な
ど
を
持
っ
て
陸
運
局
に
出
向

き
、
事
情
を
説
明
し
て
所
有
者
や

使
用
者
の
情
報
の
開
示
を
求
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

他
方
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

な
い
自
動
車
の
場
合
、
車
台
番
号

を
も
と
に
所
有
者
を
調
査
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
車
台
番
号
は
、

通
常
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
の
中
に
打
刻

さ
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を

開
け
る
に
は
、
専
門
業
者
に
依
頼

し
て
鍵
を
開
け
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
車
台
番
号
が
分
か
れ

ば
、
上
記
と
同
じ
方
法
で
陸
運
局

に
出
向
い
て
所
有
者
を
調
査
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
放
置
車
両
は
盗
難
車
で

あ
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
特
に

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
な
い
自
動

車
の
鍵
を
開
け
て
も
ら
お
う
と
す

る
場
合
な
ど
は
、
事
前
に
警
察
に

相
談
を
し
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ

う
。
犯
罪
に
関
連
し
た
自
動
車
で

あ
る
場
合
、
警
察
で
引
き
揚
げ
て

保
管
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で

す
。

�



税
務
相
談

＆

Ａ

Ｑ

JAほくさい顧問税理士
西 田 芳 秋 氏

農
家
の
相
続
は
家
を
中
心

　
「
個
人
の
尊
厳
」「
男
女
の
平
等
」

を
謳
っ
た
今
日
の
民
法
は
、
昭
和
22

年
５
月
３
日
か
ら
家
督
相
続
の
制
度

を
廃
止
し
均
分
相
続
に
な
り
ま
し
た
。

昨
今
は
、
夫
の
相
続
の
こ
と

や
家
を
誰
が
嗣
ぐ
べ
き
か
、
夫
亡

き
後
の
生
き
方
な
ど
を
家
族
で
話

し
合
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
家
と
家
業
を
守

り
配
偶
者
の
老
後
の
暮
ら
し
方
を

考
え
た
場
合
、	

配
偶
者
は
何
を
相

続
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
相
続
税

を
余
計
に
納
め
な
い
た
め
に
ど
ん

な
工
夫
が
必
要
で
す
か
。

す
で
に
74
年
経
ち
ま
す
が
日
本
の
社

会
は
相
変
わ
ら
ず
家
を
中
心
に
物
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、

農
業
は
隣
近
所
と
の
協
調
が
必
要
で

す
か
ら
営
農
と
生
活
は
、
家
と
家
の

信
頼
関
係
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

家
を
守
る
こ
と
は
地
域
社
会
で
生
き

る
必
須
条
件
な
の
で
す
。
そ
れ
だ
け

に
相
続
が
始
ま
る
と
後
継
者
は
家
業

を
継
ぎ
祭
祀
を
主
宰
す
る
た
め
に
、

家
産
の
ほ
と
ん
ど
を
相
続
し
て
集
落

の
秩
序
を
維
持
し
て
き
た
の
で
す
。

均
分
相
続
が
定
着
し
て
き
た

　

社
会
生
活
の
環
境
が
変
わ
っ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
達
の
生
き
方

と
も
相
ま
っ
て
、
親
の
財
産
が
子
ど

も
の
生
活
設
計
に
組
み
込
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
と
に
か
く
均
分
相
続
を
主

張
す
る
者
が
増
え
て
き
た
。
家
を
考

え
る
長
子
と
個
人
を
優
先
す
る
相
続

人
と
の
相
続
観
の
違
い
が
表
面
化
し

て
き
た
の
で
す
。
親
の
扶
養
や
家
業

の
こ
と
が
争
い
の
種
に
な
っ
て
い
な

い
の
も
特
徴
で
す
。

相
続
後
の
配
偶
者
の
生
活
費

　

配
偶
者
は
、
や
が
て
自
ら
の
老
後

を
子
に
委
ね
る
も
の
と
し
て
後
継
者

に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
、
先
代
が
や

っ
て
き
た
よ
う
に
遺
産
は
家
の
も
の

と
す
る
考
え
方
が
強
い
。
し
か
し
、

少
子
高
齢
化
に
つ
れ
自
助
努
力
の
必

要
性
を
誰
よ
り
も
実
感
し
て
い
る
年

齢
層
で
も
あ
る
。
平
均
寿
命
や
結
婚

年
齢
の
差
を
勘
案
す
る
と
、
配
偶
者

が
一
人
で
暮
ら
す
期
間
は
12
年
以
上

に
な
る
。
こ
の
間
の
生
活
費
、
介
護

費
用
の
総
額
は
３
，８
０
０
万
円
と

試
算
で
き
る
。
毎
年
70
万
円
の
年
金

収
入
が
あ
っ
て
も
、
２
，９
６
０
万

円
の
資
金
を
用
意
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

生
前
対
策
が
重
要

　

収
入
増
が
見
込
め
な
い
子
ど
も
た

ち
に
負
担
を
か
け
な
い
と
し
て
、
被

相
続
人
は
老
後
の
た
め
に
計
画
的
な

貯
蓄
を
す
る
。
配
偶
者
を
受
取
人
と

し
た
終
身
共
済
に
加
入
す
る
、
生
前

に
不
要
な
不
動
産
を
処
分
し
て
金
融

資
産
に
変
え
て
お
く
、
遊
休
資
産
を

稼
働
資
産
に
組
み
替
え
て
収
入
源
を

確
保
す
る
、
公
的
年
金
を
補
完
す
る

個
人
年
金
共
済
に
加
入
す
る
。
障
害

者
に
な
っ
た
配
偶
者
や
子
の
生
涯
保

障
と
し
て
の
特
定
障
害
者
扶
養
信
託

契
約
を
締
結
し
て
お
く
な
ど
、
老
後

の
生
活
に
必
要
な
収
入
の
し
く
み
を

生
前
に
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
子
や
孫
達
へ
の
生
前
贈
与
に

優
先
す
る
課
題
で
す
。

配
偶
者
は
何
を
相
続
し
た
ら
よ
い
か

　

障
害
者
の
た
め
の
特
定
扶
養
信
託

は
、
受
益
者
（
配
偶
者
や
子
）
に
生

活
資
金
と
し
て
の
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
か
ら
、
懸
案
が
解
消
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
信
託
受
益
権
（
年
金

を
受
給
す
る
権
利
）
に
つ
い
て
信
託

者
（
被
相
続
人
）
と
受
益
者
の
間
に

贈
与
関
係
が
発
生
し
ま
す
が
、
特
別

障
害
者
の
場
合
は
６
，０
０
０
万
円

ま
で
、普
通
障
害
者
に
は
３
，０
０
０

万
円
ま
で
贈
与
税
は
非
課
税
に
な
っ

て
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
配
偶
者
の

老
後
の
生
活
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

生
前
の
蓄
え
が
老
後
を
左
右
す
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
と
ま
っ
た

現
金
預
金
よ
り
も
、
定
期
的
に
入
っ

て
く
る
し
く
み
の
方
が
相
続
税
の
節

税
に
な
り
ま
す
。
相
続
が
始
ま
っ
た

夫
の
相
続
で
は
配
偶
者
は

何
を
相
続
す
る
べ
き
か

ら
配
偶
者
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
遺

言
や
契
約
を
整
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
人
に
な
っ
た
配
偶
者
に
と
っ
て
住

み
慣
れ
た
我
が
家
は
、
老
後
の
安
寧

の
場
と
し
て
必
要
な
生
活
手
段
で
す
。

配
偶
者
が
住
ま
い
を
優
先
し
て
相
続

す
る
と
、
金
融
資
産
を
取
得
で
き
な

い
か
も
し
れ
な
い
。

配
偶
者
居
住
権

　

そ
こ
で
、
居
宅
と
敷
地
の
半
分
を

子
と
共
有
で
き
れ
ば
心
強
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
居
住
権
の
み
取
得
す

る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
子

が
居
宅
と
敷
地
の
所
有
権
を
取
得
し

て
も
、
配
偶
者
は
無
償
で
終
身
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
配
偶
者
居
住

権
の
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
被
相

続
人
が
遺
言
す
る
か
相
続
人
間
の
遺

産
分
割
協
議
で
決
め
て
登
記
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
遺
言
や
分
割
協
議

が
な
く
て
も
最
低
６
ケ
月
（
ま
た
は

遺
産
分
割
が
決
ま
る
ま
で
）
は
居
住

す
る
短
期
居
住
権
も
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
で
き
れ
ば
、
20
年
以
上
連
れ

添
っ
た
配
偶
者
な
ら
、
居
住
用
財
産

の
生
前
贈
与
の
特
例（
２
，０
０
０
万

円
ま
で
非
課
税
、
し
か
も
持
ち
戻
し

計
算
は
不
要
）
の
特
例
を
使
っ
て
生

前
に
準
備
し
た
い
も
の
で
す
。

�



身近な地域の名所をご紹介します

ほくさい
彩発 見

秋
風
と
無
口
が
似
合
う
宮
大
工　
　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

赤
蜻
蛉
宙
に
角
あ
り
曲
り
ゆ
く　
　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

幾
た
び
か
風
を
乗
り
換
へ
赤
と
ん
ぼ　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

百
日
紅
開
く
絵
本
は
カ
カ
・
ム
ラ
ド　
　
　

加　

須　

野
中　

栄
子

万
華
鏡
半
回
転
し
て
秋
模
様　
　
　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

切
々
と
老
女
ひ
と
り
の
盆
用
意　
　
　
　
　
　

〃　
　

湯
橋　

信
子

出
穂
水
を
飲
ん
で
稲
田
は
喋
り
出
す　
　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

朝
顔
の
明
日
咲
く
蕾
数
へ
け
り　
　
　
　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

青
の
際
立
つ
掃
き
溜
め
の
蛍
草　
　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

京
菓
子
の
淡
き
色
ど
り
二
日
月　
　
　
　
　
　

〃　
　

井
上
美
智
子

古
び
て
も
な
ほ
風
鈴
の
意
地
通
す　
　
　
　

北
川
辺　

宮
本　

久
子

病
葉
や
我
は
一
病
生
き
る
な
り　
　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

こ
ん
も
り
と
積
む
枝
豆
の
空
の
莢　
　
　
　
　

〃　
　

長
谷
部
愛
子

精
霊
や
若
き
月
夜
の
風
の
浜　
　
　
　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

梅
干
や
三
日
目
に
し
て
光
り
を
り　
　
　
　

羽　

生　

多
田
千
代
子

夏
休
み
叱
る
こ
と
に
も
疲
れ
気
味　
　
　
　

加　

須　

立
野
よ
り
子

姉
ち
ゃ
ん
の
後
を
追
ひ
か
け
蝗
捕
り　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

天
災
に
還
ら
ぬ
人
や
鰯
雲　
　
　
　
　
　
　

羽　

生　

五
十
嵐
弘
子

コ
ロ
ナ
禍
に
牙
む
く
山
河
お
盆
過
ぐ　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

心
地
よ
き
風
の
入
り
来
る
夏
座
敷　
　
　
　

羽　

生　

道
給　

㐂
仙

裏
山
の
風
音
や
ま
ぬ
夜
長
か
な　
　
　
　
　
　

〃　
　

木
本　

政
秋

※
12
月
号
へ
の
投
句
は
、
10
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８-

８
５
１
３　
　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農
支
援
課
（
住
所
不
要
）

宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

新
体
操
五
輪
は
ば
た
く
秋
の
蝶　
　
　
　
　
　

騎　

西　

佐
藤　

公
治

（評）
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
紆
余
曲
折
し
な
が
ら
無
事
終
了
し
た
。
華

や
か
な
新
体
操
に
心
惹
か
れ
た
人
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
音
楽
に

合
わ
せ
、
ボ
ー
ル
、
縄
、
輪
、
リ
ボ
ン
、
棍
棒
等
を
使
っ
て
行
う
リ

ズ
ム
体
操
に
秋
蝶
の
舞
を
重
ね
合
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一般社団法人　羽生市観光協会

キャラクターミュージアム
平日10：00～15：00/土日祝10：00～16：00
羽生市中央3-7-5　羽生市民プラザ２Ｆ
火・水定休　☎048-562-6115
https://www.hanyu-kanko.jp

　キャラクターによるまちおこしを進める同市。観光案
内所を兼ねた施設として平成26年に開館しました。魅
力あふれるご当地キャラの世界を堪能しようと、多くの
ファンが県内外から訪れます。
　館内では全国各地のキャラクターグッズ約600点を見
学することができます。また、同市のイメージキャラク
ターであるムジナもんやその仲間たち（いがまんちゃん、
フナどん、しらさぎ婦人、イナゴージャス、ザリガニ博
士、いたっち、あにっち）のグッズも展示・販売されて
います。ぬいぐるみや文房具、日用雑貨など多彩にそろ
う全14種類の中、タオルが一番人気のお土産です。
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令
和
３
年
産
の
麦
は
、
11
月
下

旬
か
ら
1
月
中
旬
ま
で
降
雨
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
乾
燥
に
よ
る
出
芽

や
生
育
の
遅
延
、
出
芽
の
ば
ら
つ

き
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
1
月
下
旬

以
降
は
降
水
量
も
増
え
高
温
傾
向

で
経
過
し
た
た
め
、
生
育
は
回
復

し
、
登
熟
の
進
み
は
早
く
収
量
も

平
年
並
か
ら
や
や
多
収
と
な
り
ま

し
た
。

　

天
候
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る

た
め
に
も
麦
の
栽
培
基
本
技
術
を

励
行
し
、
高
品
質
・
安
定
生
産
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

一 

排
水
対
策
・
出
芽
の
安
定

　

収
量
低
下
の
要
因
と
な
る
湿
害

を
防
ぐ
た
め
、
弾
丸
暗
渠
や
排
水

溝
（
明
渠
）
を
設
置
し
ま
す
。
排

水
溝
は
、
ほ
場
周
囲
と
ほ
場
内
に

５
～
10
ｍ
間
隔
に
設
置
し
、
外
部

の
排
水
路
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、

出
芽
・
苗
立
ち
を
安
定
さ
せ
る
た

め
、
乾
燥
対
策
と
し
て
砕
土
を
丁

寧
に
行
い
、
多
湿
状
態
で
の
耕
う

ん
は
避
け
ま
す
。

三 

適
正
施
肥
（
表
２
）

　

収
量
・
品
質
を
確
保
す
る
た
め
、

適
正
な
施
肥
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

土
壌
が
酸
性
に
傾
い
て
い
る
ほ
場

は
石
灰
質
肥
料
を
施
用
し
て
㏗
を

調
整
し
ま
す
。
地
力
が
低
い
ほ
場

は
、
堆
肥
を
施
用
す
る
な
ど
、
土

づ
く
り
や
地
力
増
進
を
図
り
ま
す
。

四 

雑
草
防
除
（
表
３
）

　

ほ
場
の
優
占
雑
草
や
麦
類
の
ス

テ
ー
ジ
を
考
慮
し
、
防
除
剤
の
散

布
は
、
降
雨
直
前
を
避
け
て
で
き

二 

適
期
・
適
量
は
種
（
表
１
）

　

作
柄
の
安
定
の
た
め
、
は
種
適

期
を
守
り
、
薄
播
き
を
心
が
け
ま

す
。
や
む
を
得
ず
、
は
種
が
適
期

よ
り
遅
く
な
る
場
合
に
は
播
種
量

を
１
～
２
割
増
や
し
ま
す
。

　

コ
ム
ギ
な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病
や
オ

オ
ム
ギ
斑
葉
病
の
防
除
の
た
め
、

ベ
ン
レ
ー
ト
Ｔ
コ
ー
ト
を
乾
燥
種

子
重
量
の
0
・
5
％
（
種
子
10
㎏

に
対
し
50
ｇ
）
種
子
粉
衣
す
る
等
、

種
子
消
毒
を
行
い
ま
す
。

　

天
気
予
報
を
確
認
し
、
条
件
の

良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
を
選
ん
で
、
播

種
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

深
播
き
は
苗
立
ち
の
低
下
や
生

育
の
遅
れ
の
原
因
に
な
る
の
で
、

は
種
深
度
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
4
年
産
麦
類 

初
期
栽
培
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

る
だ
け
早
く
行
い
ま
す
。

　

近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
ス
ズ

メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
は
、
は
種
前
に
発

生
し
て
い
る
個
体
を
非
選
択
制
除

草
剤
で
徹
底
防
除
し
、
土
中
に
生

存
し
て
い
る
種
子
を
移
動
さ
せ
な

い
よ
う
５
～
６
㎝
の
浅
耕
は
種
を

行
い
ま
す
。
は
種
後
に
対
策
除
草

剤
を
処
理
し
ま
す
。

五 

麦
踏
み

　

根
張
り
を
良
く
し
、
徒
長
や
無

効
分
げ
つ
を
抑
え
、
倒
伏
や
凍
霜

害
を
防
ぐ
た
め
、
天
候
や
土
壌
水

分
に
注
意
し
、
３
葉
目
が
見
え
た

ら
行
い
ま
す
。
年
内
に
１
回
、
そ

の
後
、茎
立
ち
前
（
３
月
中
旬
頃
）

ま
で
に
２
週
間
く
ら
い
間
隔
を
空

け
て
、
合
計
２
～
３
回
を
目
標
に

し
ま
す
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

　
　

０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

○
農
薬
使
用
の
際
は
、
ラ
ベ
ル
表
示
を

必
ず
確
認
し
て
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

○
令
和
３
年
９
月
１
日
現
在
の
登
録
内

容
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

○
農
薬
の
飛
散
防
止
・
農
薬
使
用
記
録

の
記
帳
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

表１　は種期・は種量（ドリル播き）

麦種 は種期
（月／日）

10a当たり
は種量

は種
深度

小麦 11/10
～25 ８㎏

３㎝
程度二条大麦

11/5
～20

５～６㎏

六条大麦 ５～６㎏

表２　施肥基準（水田作･ドリル播き）
施用量：10ａ当たり

麦種 品種 基肥施用量
追肥

施用時期
（月／旬） 施用量

小麦 あやひかり 化成肥料
14-14-14 60㎏

３/上～中
（茎立期）

硫安
10㎏

二条大麦 彩の星 〃　　50kg 2/上～中 硫安
上限10㎏

六条大麦 すずかぜ 〃　　50kg 2/中～下 硫安
10㎏

表３　雑草防除（適用雑草：一年生雑草、スズメノテッポウ）
除草剤名 使用時期 使用方法 使用量/10a 散布液量/10a 本剤使用回数

ラウンドアップ
マックスロード＊

耕起前又はは種前まで（雑草生育期）
は種後出芽前（雑草生育期） 雑草茎葉散布 200～500ml 通常散布50～100L

少量散布25～50L 3回以内

クリアターン細粒剤Ｆ は種直後（雑草発生前） 全面土壌散布 ４～５㎏ － １回

ムギレンジャー乳剤 は種後出芽前（雑草発生前） 全面土壌散布 300～600ml 通常散布50～100L
少量散布25～50L １回

ハーモニー細粒剤F は種後～麦３葉期
（雑草発生前～発生始期） 全面土壌散布 ４～５㎏ － １回

ボクサー は種後～麦２葉期
（雑草発生前～発生始期）

雑草茎葉散布又
は全面土壌散布 400～500ml 大麦 70～100L ２回以内小麦 50～100L

リベレーターフロアブル は種後～麦３葉期
（雑草発生前～イネ科雑草１葉期まで）

雑草茎葉散布又
は全面土壌散布 60～80ml 100L １回

＊多年生イネ科雑草も対象
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
１
年
遅
れ
で
開
催
さ
れ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
新
た
に
追
加
、
復
活
し
た
種
目
も
目
白

押
し
で
、
め
で
た
く
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
を
手
に
さ
れ
て
い
た
方
は
実
際
に

そ
の
雰
囲
気
や
競
技
の
迫
力
を
味
わ
う
の
を
さ
ぞ
や
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
残
念
な
が
ら
そ
れ
は
は
か
な
い
夢
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
日
々
の
熱
戦
を
テ
レ
ビ
で
目
の
当
た
り
に

し
、
改
め
て
ス
ポ
ー
ツ
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

新
型
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
趣
味
に
思
い
っ
き
り
打

ち
込
め
る
日
が
一
日
も
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

そ
し
て
今
ほ
く
さ
い
地
区
は
収
穫
の
秋
真
っ
盛
り
。
各
支
店
や
農
産

物
直
売
所
で
新
米
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
管
内
産
の
美
味
し
い
お
米
を

食
べ
て
、
食
欲
の
秋
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｙ
・
Ｈ

編
集
後
記

二重マスの文字を
Ａ～Ｆの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
野
山
の
散
策
を
楽
し
む
レ
ジ
ャ
ー

❷
鶏
肉
の
部
位
の
一
つ
。
羽
の
一
部

で
す

❸
イ
ノ
シ
シ
を
家
畜
化
し
た
も
の

❹
沖
縄
に
い
る
飛
べ
な
い
鳥
、
ヤ
ン

バ
ル
―
―

❻
南
米
に
あ
る
南
北
に
細
長
い
国

❾
定
規
に
刻
ま
れ
て
い
る
も
の

⓫
ア
イ
ボ
リ
ー
と
も
呼
ば
れ
る
淡
い

黄
白
色

⓭
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ー
タ
が
―
―
さ
れ
て
い
き
ま
す

⓯
軽
く
て
硬
い
金
属
。
元
素
記
号
は

Ti⓱
ギ
ョ
ー
ザ
や
中
華
ま
ん
の
中
身
を

こ
う
呼
ぶ
こ
と
も

⓳
漢
字
か
ら
作
ら
れ
ま
し
た

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

支
援
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
３
年
10
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
９
月
号
の
答
〉

　

マ
ス
カ
ツ
ト

タ
テ
の
カ
ギ

❷
押
し
入
れ
の
上
に
作
ら
れ
た
物
入

れ❺
青
物
―
―
へ
野
菜
を
卸
し
に
行
っ

た❼
祝
い
事
に
付
き
も
の
の
魚

❽
と
て
も
小
さ
な
滴
が
降
っ
て
き
ま

す❿
知
識
や
ひ
ら
め
き
を
駆
使
し
て
解

き
ま
す

⓬
感
謝
の
―
―
を
込
め
て
花
束
を

贈
っ
た

⓮
つ
ら
い
こ
と
が
続
く
と
こ
ぼ
し
た

く
な
る
こ
と
も

⓰
船
の
積
み
荷
を
地
上
に
移
す
こ
と

⓲
能
あ
る
―
―
は
爪
を
隠
す

⓴
サ
ツ
マ
イ
モ
に
は
食
物
―
―
が
豊

富
に
含
ま
れ
ま
す

㉑
陰
暦
10
月
の
異
称

☆
８
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　

農
協
全
国
商
品
券
（
５
０
０
円
分
）
を
お
贈
り
し
ま
す
。

☆
大
沢
ふ
み
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
猪
山　
輝
男
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
田
嶋
美
枝
子
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
藤
倉　
晴
雄
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
江
森
美
智
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
川
島　
芳
之
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
塚
越　
洋
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
安
達　
時
子
さ
ま
（
北
川
辺
）

�
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